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自然災害への対応状況（台風による豪雨被害対策1）（詳細）

【⾒学坑道坑⼝法⾯地盤崩壊への対応】（平成29年9⽉発⽣）

地下水位、傾斜観測

地盤崩壊部

なお、⾒学坑道内の⽀保⼯等の健全性について、平成30年8⽉までに
専⾨家による調査を⾏った結果、健全性が確認され⼊坑は可能であると
判断されたため、8⽉末に⾒学坑道の運⽤を再開しました。

平成29年台⾵21号の豪⾬により発⽣しました。⾒学坑道坑⼝上部法⾯の地盤
崩壊は、分布している地質が上位よりローム、凝灰岩、礫岩であり、昨年の⿃
取県中部地震でローム層に⻲裂が⼊り、⾬⽔が凝灰岩に浸透し間隙⽔圧が上昇
したことにより、凝灰岩が地滑り⾯となり崩壊したと考えられているため、再
び崩落することが無いよう、詳細な地盤、地下⽔位、傾斜を観測し、安定解
析・対策設計・対策施⼯を実施します。
（平成30年度、31年度）

【濃縮⼯学施設法⾯地盤崩壊への対応】（平成29年10⽉発⽣）
濃縮⼯学施設⻄側法⾯の地盤崩壊は、⾒学

坑道同様、分布している地質が上位よりロー
ム、凝灰岩、礫岩であり、⿃取県中部地震で
ローム層に⻲裂が⼊り、その後、⾬⽔が凝灰
岩に浸透し間隙⽔圧が上昇したことにより、
凝灰岩が地滑り⾯となり崩壊したと考えてい
ます。

また、崩壊箇所は旧坑道上部に位置してお
り、陥没、地下⽔流出等により崩壊の拡⼤の
恐れがあり、更に、旧坑道は閉⼭措置対象で
あることから、平成30年度に崩壊箇所の地盤、
地下⽔位、傾斜を観測解析し、平成31年度に
対策⼯設計、平成32年度に対策施⼯を実施す
る計画です。
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⾃然災害への対応状況（台⾵による豪⾬被害対策2）（詳細）
【製錬転換施設駐⾞場法⾯地滑りへの対応】（平成30年9⽉発⽣）

駐⾞場北⻄部近景

崩落個所全景（北道路より南）

駐⾞場北東部より北⻄部近景

崩落部近景

 台⾵24号に伴う豪⾬により、平成30年9⽉30⽇に、
製錬転換施設の駐⾞場の澤に⾯した法⾯が崩壊しま
した。応急措置として、転落等の⼆次災害及び崩落
の拡⼤を防⽌するため区画措置及び応急措置として
ブルーシートによる養⽣を実施しました。（平成30
年度）

 崩落個所が粘⼟質であり濃縮⼯学施設法⾯のように
⼯事後の再崩落を防⽌するための措置が必要です。
恒久処置として、地質調査（ボーリング等）評価を
⾏い、⼯事設計、実⼯事と段階的に実施して⾏く予
定です。（平成31年度、32年度）

区画措置

崩落部の養⽣措置

現在の状態
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4人形峠センター周辺の土砂災害危険個所分布
(岡山県から提唱された資料に基づき国交省が作成）

人形峠センター

土砂災害危険箇所

土砂災害警戒区域

総合防災実施計画の策定について（詳細）

(1) 資料調査及び現地調査
① 関連地図類…(必要に応じ)空撮等で補⾜
② ⼟砂災害危険箇所…概査による該当箇所の確認
③ 地形…踏査や空撮による地形把握
④ 地質…地表踏査による渓床や斜⾯等の地質確認
⑤ 林相…流⽊調査，⽴⽊ｺﾄﾞﾗｰﾄ調査
⑥ 荒廃状況…渓床堆積物調査等
⑦ 保全対象施設等…重要施設の位置等の確認
⑧ 降⾬量…洪⽔痕跡等の確認
⑨ 衛星データを利⽤した地形変動解析評価結果考慮

(2) 基本事項の検討
① ⼟砂移動形態…掃流区間,⼟⽯流区間(発⽣区間,

流下区間,堆積区間の区分け)の検討
② 計画流出⼟砂量…渓床堆積物調査等を基に検討
③ 計画流出流⽊量…流⽊調査等を基に検討
④ 計画降⾬量…短時間計画降⾬量，⻑時間計画降⾬

量の検討

(3) ⼟⽯流・流⽊防災計画
① ⼟⽯流・流⽊防災計画に当たっての基本⽅針

…保全優先度,段階的整備など
② ⼟⽯流・流⽊防災対策の⽐較検討

…３案程度の⽐較検討
③ ⼟⽯流・流⽊防災対策の施設整備計画

…What,When,Howについて計画

⼈形峠センター周辺は、国⼟交通省、岡⼭県が定めた「⼟砂災害危険区域」に指定されていることから、⼤規模地震や
豪⾬等により、周辺より⼟砂が流出した時の災害規模を評価するとともに、⼈⼝衛星による地形・地盤を調査を実施する
ことにより、災害の危険箇所を特定し、防災対策及び防災実施計画策定等に取り組むこととしています。
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⾃然災害・施設不具合等への対応状況（詳細）

発生年 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

自然災害対策

神倉捨石たい積場

・1号坑地滑り措置、2号坑沈砂池浚渫
・侵入道路及び内接配管閉塞対策

H29年

方面捨石たい積場 地滑り対策 H29年

峠5号坑 排水補修 H29年

見学坑道 坑口上部斜面地滑り対策 H29年

濃縮工学施設 西側斜面地滑り対策 H29年

製錬転換施設 駐車場法面地滑り対策 H30年

施設不具合対応

ウラン濃縮原型プラント 第２,３貯蔵庫屋根補修 H29年*

熱水配管漏えい対策 H29年

措置
⼯事

応急措置 ⼯事

調査・ 設計

措置

調査 ・設計

⼯事

応急措置 調査・ 設計 ⼯事

応急措置 調査・設計 ⼯事

⼯事

⼯事

＊屋根の庇部分において腐⾷が⾒られる状況であり、ピンホール等を確認次第、その都度補修材（コーキング材、アルミテープ等）での補修対応
を実施

 ⼈形峠センターのこれまで発⽣した⾃然災害や施設不具合については、必要な予
算を確保し、以下に⽰すスケジュールで対応を進めています。
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捨⽯たい積場

⼈
形
峠
流
域

坑⽔処理→⼀般排⽔処理

鉱業法・(機構法附則第10条の2項)
鉱⼭保安法

○⽔質汚濁防⽌法 ○瀬⼾内海環境保全特別措置法 ○県⽴⾃然公園法 ○森林法 ○環境保全に係る協定

鉱⼭保安法に
よる管理の終

了

(鉱業法第109
条に基づく損害
賠償義務)

環境監視等の
継続

埋設処分

措置対象の鉱⼭施設 ⽬指す閉⼭措置 エンドステート

埋設処分

鉱さいたい積場措
置

坑⽔処理対策
(坑⽔処理設備）

坑⽔発⽣源対策
(旧坑道・露天)

覆⼟／取⽔／坑道充填

新処理システム製作

覆⼟／取⽔／
固結・圧密

これまでの取り組みと目指す閉山措置（詳細）

⼈
形
峠
セ
ン
タ
ー

環境影響評価/環境モニタリング

敷地境界設
置、⼟留め
柵等

敷地境界
設置・覆⼟

等

鉱業廃棄物(スラッ
ジ)

鉱業廃棄物(⾦属等)

⼈形峠

東郷

鉱さい・捨
⽯、坑⽔、
地下⽔等物
性等調査等

物量、付着物
及び適⽤法令
等調査等

覆⼟・⼟留

これまでの
取り組み

安

全

対

策
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閉山措置を進める上での留意点

事 業 者

地域社会/ステークホルダ
P

D
C

A

50年、100年先の安⼼・安
全を次世代へ継承

共 有環境監視のためのPDCAサイクル
（＝反復的取組み状況）を共有

積極的な情報発信、情報共有
と対話の継続

県・⾃治体協定 関連法令規制

閉⼭措置事業の透明性・信頼性を確保して事業を進めるには、地域の⽅々との対話が
必要と考えています。このため、⼈形峠センターが取り組まなければならない業務につ
いて、以下の通りと考えております。

 ⼈形峠流域のバックグラウンド（特徴）を理解する。
 これまでに蓄積した膨⼤なデータを効率的に利⽤し、そこから仮設を⽴て、その仮説を検証す

るための調査（観測、実験、シミュレーション）を継続していくことで、科学的根拠（デー
タ）に基づき正確に実態を把握する。

 正確な実態把握に基づき、適切に定量化された指標を設定し、その継続的なモニタリング及び
それに基づき意思決定（対策⼯法の選定等）を⾏う。

 ⼗分に検証されたシミュレーションモデルを⽤いて、体感され始めた気候変動（極端事象の増
加）などの外的要因の急激な変化をも考慮した意思決定（対策⼯）の効果を予測する。
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⼈形峠流域の⼀元化したデータ利⽤
⼀元化されたデータやその再解析データに容易にアクセスでき、分かり易さと利⽤

性を追求した新しいデータ可視化技術を導⼊し、情報共有することで事業の透明性を
図ることが可能となります。
【着眼点①】︓対話型のデータアクセスと表⽰
【着眼点②】︓地図-時系列データの融合

閉⼭措置を進める上での留意点 7-10-7


